
学 会 記 =*

しり消失を認札 他剤に比し効果が認め1■'.わた.効果Lr_)認

め 三､二､鉦圧し､症例1.′1は脳血管障害患 ~～｢こ,全身状態も

不良登,意識障害屯伴い ABK 投与をこよっても暗療よ

りの 洞沢SA.は消失しなかった.

こハ5例を通して ABK は.感染発症早期;こ使用し

た)]'が勃tit的上思われた. 丈意識障書のある脳ll71菅障'書

患者などでは,ABK 授与を行って屯易感染後の状態を

政審 しないかぎり効果が芝 しいと思われた.

9~)礼:lRSA 鼻腔再保菌 苦し叫韓t親 こ関す る検討

.ll闇 黒 ･矧 Il 弘樹

腔保菌者の関与が指摘 されている.奪回予私達は,病院

内の M民SA 鼻腔裸菌の状況およびその対策を検討 し

たので報告する.新潟東学付属病院の MRSA 鼻腔内

保菌者の頻度は,看護婦 109名の うち,lo宅 (9.2%),

医師 摘2名の うち S名 く5.6%)きÅ院患者 245名の う

ち48名 し19.60.,1で.検査持師 Ll名.看護学生 2こil名

には認められなかった.長岡赤十字病院の保菌者は軍看

護婦 舶8名のうち25名 (5.6%)管,医師23名,その他

の病院内勤務者朗名,看護学生30名には,認められなかっ

た.九･･Ll_RŜ (･7')鼻腔内保菌L')頻度は,入院患者.香,遭軌

学病院に保菌者が多 く認められた.これらの保菌者の う

ち,医栂従事者110名.患宵19名に対して,ニトL:ド:/:-ト ー

ド (I)＼･r~t~〕-I). りし1ニラJ､~/.こ こ:ト ーJL (C,Pl)を仲田 し.

除菌を行 った.除菌率は,医療従事者では予PVP一重をこ

しい ).10針 巨～0名 LE)()Oo~1,(1-フては.lop.全て除菌 さか

上. 患 苦では.Ⅰ'＼1'･-1に､1二り19名車(;名 (こ32%1. CI)

により､13名中9名 し699,0)であー,た.MlくŜ は.Com-

promisedhostで抗生剤等の健周 転受けている入院患

者をこ,高頻度で鼻腔に付着する.これらの保菌者は要新

たな感染源となり争hostの状態により発病することも

あり,除菌することが必要であろう.除菌する薬剤とし

ては,粘膜蘭をこ使用可能で,耐性の少ないものが必要で

あ りチPVP｣ が殿適と考え使周 したが,十分な効果が

得 られなかった,今回の検討では,CP は予感受性デ ィ

スクにて全株 3+であったため,使用 し有効であった｡

GP は,全身投与を行 うことが少ない薬剤であ吟,局所

健周が適当と思われるが, 耐性の換得が畢いため,十分

な注意が必要と思われ る.
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｢h･･IRSA 感染症に対する治療J

新潟入学第二内科講師
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東京大学医科学研究所附属病院

感毅症研究部教授
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第 70回新 潟 臨 床 放射線 学 会

日 時 1;･F尤3隼 7月20t._】(卜)

午後2時よ り

会 場 厚牛連中央綜合病院

健診棟4階講菅

一 般 演 題

1)放射練 大腸 炎に合併した車甘 大 腸 癌 の照射

線盛をこついて
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(新潟大学放射線科)

邦夫 も吉 招 病 院 内 科)

鉄郎 し ′′ 外車中

英伸 t新潟大学第 -病理 L)

症 例 :76歳女性.昭和27年頃子宮菰癒しり手術を受けた.

昭和35年断端再発のため腰部学会陰部の外部照射と腔内

照射を受けた.昭和 ミ8;‖ニ下血があり放射線 人腸炎上診

断 され J＼I-_肝門を造設 した.平成元年llJlt-I-_l然肝Flt-I/]_hi､'

がy下血があ り普田病院をこÅ院. 注腸, 内視鏡予 生検か

下jjll}:･切除.病理診断甘放射線大腸炎に合併 した_1)個の

､ 一
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